
蟻鰯

積算単価に関する考察 旧】
設計変更と内訳書単価の関係 一

欝
武蔵 工業大 学教授

江 口 禎

内訳 書 の 目約用 途 の 一つ に， 設 計変 更 に伴 う 請

負 代 金変 更の 基 礎 ある いは 参 考と する こ と が挙 げ

ら れ る。 そ こ に は
，

発 注 者 側 と 受 注 者 側 の ど ち ら

の 内訳 蕃 単価 を 基礎 とす る の か？ 契 約 時点 の 単

価か変更時点の単価か？ 変更に伴う間接費の扱

い は？ 単 価 によ れ ない 場 合 は９ 等々 多く の

問題 が ある。 この 設 計Ｉ変 更 の問 題 を内 訳書 に値 入

れす る 単価 と 関連 づ けて 考 察 した い と ころ で ある

が， 勉 強 しは じめ て みる と意 外 に膨 大 で難 解 な間

題 で あ る こ と が わ か っ て き た
。

し た が っ て， そ の

単価 と の関 係と して は序 論ま た は入 り 口て い ど し

か書 け ない こと を お断 り して おく。

劉
設計変更がない建築工事

１
． はな い

設 計変 更 がな い建 築 工事 は ない， とい わ れる。

こ の こと は設 計 図書 の 完成 度 が高 い と見 ら れる 英

米 でも し ばし ば言わ れる よ う であ る。 た とえ ば，

米 国のＲ．Ｓ．ミ ー ン ズ社 の積 算専 門 書 も「建設 工 事

に おい て 変更 は 避 けら れな い。 い かに う まく 計 函

さ れた プロ ジェク トでも， 常に ある 程 度 の頻 度 で

変 更 が あ る」 と 書 い て い る （Ｂｌｅｄｓｏｅ， 文一１）。

設計 変更 は 普遍 性 と共 に 重要 性 をも って い る。

設 計変 更 は， その原 因や程 度によっては契約 金 額 や

工期 の変 更に及ぶ。金 額変 更のルールをどのように定

めて おくかは， 契約 当事 者 双 方にとって非 常に重 婆 な

間題 で ある。そのため， ほとんどの契約 約 款は設 計変

更 や金 額変 更 の条項 を設 けている。

わが国の工事契約約款の変更条項は次第に整備

さ れ てき た かに 見 える が， しか し， 金額 変 更ル ー

ル は 実際 に有 効 な形 で は 条文 に書 か れて い ない。

現 在 の公 共コニ事 とく に 建築 工 事は、 第 ３ 条 にお い

て 内 訳書 を承 認 する 形 （Ａ） を選 択 しな いの が普

通 で ある の で， せっ かく２４条 （Ａ） で内 訳蕃 の単

価 を 基礎 とす る ルー ル が書 か れて いて も， 約 款上

は ほ とん ど常 に いわ ゆる 「甲乙 協 議」 に帰 着 する

形 に な っ て し ま っ て い る
。

こ の よ う な 状 況 で は「Ｒヨ

乙協議 のル ー ル とべ一 ス」 がま す ます 重要 に なっ

て く る。 し か る に
，

こ う し た ル ー ル や べ 一 ス に つ

い て は 約 款 に 譜 か れ て い な い
。

では， 実 務 上ま った く ルー ル 無 しに 処理 さ れて

い る の か ？ そ う で は な い よ う で あ る。
「軽 微 な

変Ｉ更」 と本 来 の 「設計Ｉ変 更」 な どの 区分 に よっ て

慣 行 灼 な処 理 ルー ルが 存 在 して いる よう で あり，

発 注 機関 の 積算 要領 に 含 めら れ てい ると こ ろも あ

る よ う で あ る。 た だ
， な か な か そ れ ら に ア ク セ ス

し に く い と こ ろ が あ る
。

一 方， 英 国の 建築 用 のＪＣＴ約 款 等 では 設 計変 更

に 伴う 金 額 変更 ルー ル が細 かく 約 款の 変．更 条項 中

に 書 かれ て いる。 数 量 書が 契約 蕃 の一 部 とな る一形

が 英 国の 伝統 的 な契 約 方法 であ る が， こ の場 合 に

は 内 訳蕃 （受 注 者が 値入 れ して 契 約の 一 部と なっ

て いる 数最 書） の単 価 を使う こ と を基 本 にす る。

しか し， 仕事 内 容， 施工 条 件な どで内 訳 書の 単価
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をそのまま使えない場合も多 い。そのため 変更 の内 容

に応じた 多段 階 的なルール構 成になっている。これを

フ ロ ー チ ャ ー１一に 書くと相 当 複 雑 な も の に な る （た と え

ば
，Ｊｏ玉１ｅｓ，１９８０はＪＣＴ の 第ユ３条 だ け で ８ ぺ 一 ジ に わ

た るフ ロ ー チ ャ ー トを 描し）て い る。
文一３）。

しか し， 一 方 では こう した き め細 かな規 定 が設

計 変 更 を 誘 発 す る と い う 指 摘 も あ る。
至〕

．
Ｒ
．

Ｈｉｌ）ｂｅｒｄ は 「工 一事 契 約 の
’
変 更」 （Ｖａｒ１ａｔｉｏｎｓ ｉｎ

Ｃｏ 鵬 ｔｍ ｃｔｉｏｎ Ｃｏ 鮒 ａｃｔｓ， 文一一２） と い う 本 の な か

で
，

設 計Ｉ変 更 原 囚 に つ い て 調 査 結 巣 を 示 し た の ち，

次 の よ う に 書 い て い る
。

「変 更 条 項 （ＶａｒｉａｔｉＯｎ Ｃ１乏ｍＳｅ） が 契 約 約 款 に

存在 す る こ と 自 体 が 設 計 変 更 を 発 生 さ せ て い

る。 変更 条項 が存 在す る ため に 入札 段 階 での 設

計図 蕃の 完 成 を回 避 でき るよ う にな っ てい る か

らで ある。 入 札段 階 でか なり の 程度 ま で設 計 の

完 成 を 回 避 し て お け る し， そ の た め， 発 注 者 に

とっ て の 工事 金 額 も な か な か 確 定 でき な い。」

（同 書Ｐ，
ｕ）

この 文 自体 はち ょ っ とわ かり にく いと ころ が あ

る が
， い ろ い ろ な こ と を 示 唆 し て い る。

こ の 文 中

で 言う 「設計 の 完成」 とは 何 か？

① 図面 に 不整 合 箇所 や 不明 確 な部 分 を含 ま な

い こ とか

② 未 確定 部分 を 含ま な い という こ と か

③ 以 後発 注者 や 設計 考 の意 思 によ る 変更 が 生

じ な い と い う こ と を 指 す の か。

実 際 に は， こ の ① ② ③ の い ず れ を も 含 み 得 る。

そ し て
，

こ の ３ 者 と も
，

そ れ が 欠 け て い る 場 合 に

設 計 変 更 に 結 び つ き 得 る。
し か し

，
変 更０）≡呼 び 名

や性 質 や取 扱 いに 異 なる と ころ があ る。

と く に， ② の未 確定 部 分 ある い は暫 定部 分 を総

価契 約 で どう 扱う か， そ の部 分 を契 約 後に 確定 す

る 際に 設計 変 更と して扱 う のか どう か， という 点

な ど は
，

国 に よ っ て
，

約 款 に よ っ て， あ る い は 発 注

機 関 の実 務 慣 行によって相 当 に異 なる、点で ある。 わ

が国 でも今後 検 討を要する一点の］つ であろう。

そ し て， 総 価 契 約 （ラ ン プ サ ム） や 確 定 契 約

（フ ィ ッ ク ス ド プ ラ イ ス） で あ っ て も
，

な す べ き

仕 事 の内 容 に変 更 が生 じ れ ば， 金 額 の変一更 を伴う

の は 当 然 だ と 言 う 考 え が 根 底 に あ る。 む し ろ
， 総

額 確定 契約 だからこそ設 計変更に 伴う金額 変更

ル ー ル が重 要間 題 にな るの で ある。 実費 精 算 （コ

ス トプラ ス フィ ー） 系 の契 約約 款 に は変 更 条項 と

い う よう な もの は ない よう に 見 える し， 単 価請 負

系 の 契約 に お いて は， ある 程度 以 内 の数 最 の変 化

や そ れに 伴 う金 額 変Ｉ更 は 変更 処理 に はな ら ない。

総 価 契約 だ か らこそ 設 計 変更 や それ に伴 う 工期 や

金 額 の変 更 ルー ル が重 要 な基 本 的間 題と し て位 置

付 けら れな け れ ばなら な いの で ある。

わが国公共約款における
２

． 設計変更の位置付け

こ のよ う に， 設 計変 更 は総 価 契約 の実 務 上常 に

発 生 する 問 題 であ る が， しか し， 設 計変 更 とい う

言 葉 が何 を 指 すの か，どの 範 囲の 変 更を 指す の か，

と いう 定義 のげ＝冒題 は単 純 で はな い。 相当 に 分り に

く い
。

こ れ は．単 な る 定 義 の 問 題 に 留 る も の で は な く，

工期 や 金額 の 変更 処理 に 関わ っ てく る ので ある か

ら， 契 約上 の 基本 的 な問 題 であ る。 こう した 問題

に 関 して は， 契約 約款 がもっ と も直 接 的で 基 礎的

な 規範 だと 思 わ れる の である が， 公共標 準 約款 に

も 四会 連合 約 款 にも 「設 計 変更」 という 用 語 は使

わ れて い ない。 現行 の公 共 工事 標準 請 負契 約 約款

で は， 「設 計 図書 の訂 正 又 は変更」とい う用 語 が使

わ れて いる。 こ の 「設 計図 書の 変 更」 とい う 見出

しが公 共 工事・標 準請 負 契約 約款 に 現 れたの は， 最

新 の１９９５年の 改 正 が初 めて で ある。 昭 和２５年 の制

定 時 も， そ の後 の ４ 回にわ た る 改正 で も，「工 事 の
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変更， 中止 等」と いう 条 項の な か で，「工 事 の変 更」

と して扱 わ れて きた。 こ れは 発 注者 側の 意 思 から

発 する 明 確 な設 計変 更 命 令を 指 して いる。 すな わ

ち， 総価 契 約に お いて， 発注 者 側の 必 要に 応 じて

設計変更を行い得ることが契約当事考間で事前に

合 意さ れ て いる の であ る。

一 方， こ れと別 系 統 の変 更 と して 「条 件 の変 更

等」 のル ー ト がある。 こ の条 件 の変 更と い う表 現

の 意 味 す る と こ ろ は， 元 来 は， 発 注 者 ・ 設 計 者 が

設計図書作成時に前提としていた現場の条件が予

見 しえな い 要素 によ っ て 変化 した こ とに 対 応す る

た め の条 項 であ った。 この 「条件」 とは 現 場の 条

件 が主 で あり， 設計 図 書の うち 現 場 説明 や 質疑 応

答 ある い は施 工 条件 明 示に か かわ る部 分 が多 い。

制 定 時に は 「図 面と 自 然の 状 態と の 不一 致 等」 と

い う見 出 し であっ た が， 最 初の 改 正 によ って 「図

面 と自 然 の状 態 との 不 一致， 条 件 の変 更 等」 と な

り， 昭 和４７年改 正か ら 単に 峰 件 の変 更 等」 と い

う 見 出 し に な っ た。

この 条項 は 発注 者 側の 一 方的 な 変更 命 令 では な

く， 工事現場の自然条件や施工条件の変化や設計

図 書と の不 一 致 に起 困す る 変更 を 扱っ て いる。 し

か し， この ほ かに， 制定 時 から 「図面 又 は仕 様警

に 誤謬 若 しく は脱 漏 があ る とき」 の 処 理 が含 ま れ

て おり， こ れも工 事 内容， 工期， 請負 代 金額 の変

更 にな る場 合 があ る こと が書 か れて いた。 こ の工

事内 容 の変 更 とい う 文言 が， 現 行約 款 で は設 計図

書の 訂正 又 は 変更 と いう 表現 に 変っ た。

結 局， わ が 国の 公 共約 款 では， 設計 変Ｉ更は 「条

件変 更 等」 （現 行の１８条） と 「工事 の 変更」 の ２系

統 があっ た。 こ の後 考 が「設 計 図書 の 変更」（王９条）

とい う 見出 し にな った が， 前 者 「条 件変 更 等」 も

設計 図書 の 訂 正又 は 変更 に結 び つき 得る。 こ の他

にも 設計 図 欝の 訂 正又 は 変更 に 結 びつき 得 る条 項

はいく つ か ある が， こ こ では こ の２ 系統 を おも に

考 察 す る。
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馬
設計変更の分類

３
． または、設計変更の定義について

ごく 一 般 約に は， 設 計変 更 と は契約 後 にお け る

設 計図 書 の変 更 を いう。 しか し， あま り に 力 隔な

変 更は 設 計変 更 で はなく， 契約 の 改更 と か別 契 約

に なる とさ れ てい る。一 方 では，軽 微な 工事 内容 の

Ｉ変 更はことさら設 計変 更といわないで， 処理 方 法も奨

なっているようで ある。 なお， 施 工契 約 前にも設 計 変

更ということもあるがそれは対 象としない。

設 計 変 更 の 定 義 は 変Ｉ更 の 分 類 の 間 題 に つ な が

る。 た と え ば
，

次 の よ う な 使 い 分 け が あ る。

① 「条件の変更等」（公共約款第１８条） と 「設

計図 書 の変 更」 （１９条） の 区分

② 設計図書の 「訂正」 と ｒ変更」 の違い

③ 「軽微な設計変更」と「契約の変更に及ぶ変

更」 の区分

④ 「軽易な設計変更」と「大がかりな設計変更」

（ＪＩＡ１ 建築 家０）業 務） の 区 分

⑤ 「金額や工期の変更に及 ばない設計変更」と

「金額変更等に及ぶ設計変更」 の 区分

⑥ 変 更の 都度 処 理さ れ る もの や場 合 と一 括 的

に精算処理される場合の区分

⑦ 請負代金額の変更による金額処理とそれ以

外の金額処理の区分

こ れら の 区別 は実 務上 は 各分 野 で ルー ル が存 在

し て い る の か も し れ な い。 し か し， 標 準 約 款 に は

もち ろ ん， 標 準 的・ 共通 的 な積 算 基準， 仕様 蕃 な

ど に も 明 文 化 さ れ て は い な い よ う に 思 え る。 こ れ

ら の各 グルー プ 間の 対応 関 係 を説明 した よう な 文

献 や文 書 が欲 し いと ころ で ある が， こ れ ま での と

こ ろ お 目 に か か っ て い な い。

上 記 ③④ ⑤ は契 約 約款 上 の用 語 では なく， 実務

、ヒニの用 語 と でも いう べき も の である が， 工期 や 金



額の 変 更， 損 害の 負 担と 結 びつ い て大 き な影 響 を

持つ。 現場 で 発生 す るそ れ ぞ れの ケー ス が⑤ 以 降

の どれ に該 当 する の かと い う問 題 で ある。 約 款 条

項 中 の 「必 要 と認 め ら れた とき は」 や 「必要 と 認

めた と き は」 な どの判 断 に 依存 す る形 に なっ て い

る。 軽 微な 変 更 が公 共標 準 約款 の王８条， 大き な ほ

う が１９条 に相 当 とい う こと で はな い。 条 件変 更 等

（１８条） に該 当 する 場合 でも， 設 計 図書 の変 更 や

訂 正に 至 らな い で処 理さ れる 場合 と 至る 場合 があ

る。 生 産 設計 や 総合 図 の役 割 が拡 大 し重 要性 を増

して いく とき， どこ ま で が設 計図 書 であ る の か，

ま す ま す あ い ま い に な っ て い く 状 況 が あ る。

な お
，

上 記 の ④ は
，

懲 築 家一協 会ＪＩＡ の「建 築 家 の

業 務」 （１９９３） の フェ ー ズ５ 「監理 業務」 の な かで

列 挙さ れて いる 業務 項 自 であ る。 そ の なか の ひと

っ に 「５．０５ 軽 易 な設 計 変更 処 理業 務」 が あっ て

建 築 家 の 基 本 業 務 と な っ て お り
，
「５．１０ 大 が か り

な 設 計変 更 処理 業 務」 が あり， これ は 付加 業 務と

な っ て い る。
大 が か り な 設 計 変 更 と は， お お よ そ

一 般 図 （平 面図， 立面 図） の 変 更に 及 ぶ程 度 のも

の と 注 記 してあ る。 こ れ で は， 軽易 な 設計 変 更処

理が 相当 大 きな 変 更 を含 み 得る とも 考 え られ る。

明 確 な 区分 は難 しい面 が ある が， 設 計 変更 の 普遍

性 と 重 要性 か ら見 る と処 理 ルー ルと 連 動 した 定義

や 分 類 が今 後必 要 に なっ て いく であ ろ う。

高 柳 岸 夫， 村 井 久 美 氏 の 「官 公 庁 契 約 精 義」

（１９８９
，

文一４） に よ れ ば
，

「広 義 の 設 計 変 更」 に

① ．コニ、事 内容 の１司 」性を 失わ せ ない 程度 の 変 更

と
，

② 工事内容の同 」性を失わ しめる程度の変更

の二 つ が 含ま れ， こ の前 者 ① が狭義（本来 の 意味）

の 設計 変 更 であ る が， 業 界 で一 般 に 設計 変更 と い

わ れて い るの は ①② を 含む 広 義の 設 計変 更 を意 味

してい る と述 べ ら れて いる。 広義 の 設計 変更 に は

ア．
質 的 変 更

イ ． 量 的 変 更

が あ る と さ れ る。

ま た， 設計 変 更の 事出 に よる 分類 と して，
一 応，

次 の よ う に 示 し て あ る。

ア 発 注 者の 都合 に よる 設 計変 更

イ 請負業考の都合による設計変更

ウ 発 注 者お よ び請 負業 者 の いず れの 責 にも 帰

する こ との でき な い 事由 によ る 設計 変 更

この ア． が１９条 の 「設 計 図蕃 の変 更」 であ り，

ウ． が１８条 の 元来 の 現場 条件 の 変更 な どに相 当す

る。 しか し， ユ９条 の な かの 図面 の 不明 確 な どが ど

れ に該 当す る か， 今 後の 検 討を 要 する 点 であ る。

イ． の 「請負 者 の都 合 によ る設 計 変更」 は認 め ら

れ て い な い と さ れ て い る。
し か し， 変 更 原 因 と な

り 得る 事 実 を請 負者 が発 見 し通 知 する こ とに よっ

て 設計 図 書の 変 更に いた る こと は１８条 （条件 の変

更 等） に 含ま れ てい る。 ま た， 工 事費 の 増加 や工

期 の延 長 を押 さ える 目 的な どの た めに， 施工 者側

か ら 変更 を提 案 する こ と は事実 上 可能 に なっ てき

て いる。 し か し， わ が 国の 公共 標 準約 款 で はそ れ

が１８， 王９の ど の ル ー ト に 相 当 す る の か は 明 碓 で な

い。 英国 の 政府 工事 標 準約 款 （ＧＣ／ Ｗｏｒｋｓ１） で

は， コ ス ト 低減 をも た らす 提案 に 関す る 条項 が 規

定 さ れて いる。 同政 府 約款Ｅｄｉｔｉｏｎ３の「数巌 害 付

き ラ ン プサム 版」 （王９９０） の第５２条， 「数 鑓書 な し

ラ ン プ サ ム 版」（１９９ユ） の 第５王条 の ＣｏｓｔＳａｖｉ玉｝ｇｓ（王）。

節 約 額配 分 にも 触 れて いる。

条件変更等の系統における
４

． 設計変更の流れ （１８条）

こ れ は， 請負 契約 の 乙 （請 負 者） が設 計 変更 の

原因 と なり 得る 事 実 を発 見 し， こ れが事 実 の調 査

結果 や 必要 か否 か の判 断 によ っ て は， 設 計 変更 に

結 び付く フ ロ ー である。 およ そ 図一１の上 側 のよ う

な フ ロ ー で あ る。 す な わ ち，

５９



① 乙 （請 負者） が 原因 にな り 得る 事 実 を発 見

す る。

② こ れを 甲 （発 注 者側 の監 督 員， 建 設省 約 款

では監 督 職員） に 通知 し， そ の確 認 を 請求す

る。 （通 知義 務）

③ 甲は乙の立ち 会いのもとに 事実を調 査する。

④ こ の調 査 結果 と 必要 な指一示 事項 を 乙 に通 知

す る。

⑤ 必襲 が ある と 認 めら れる と き は， 設 計 図害

の訂 正ま た は変 更 を行 う。

⑥ 必 要が ある と 認 めら れる と き は， 工 期 を 変

更 す る。

⑦ 必要 が ある と 認め ら れる とき は， 請 負 代金

額 を 変更 する。

⑧ 乙に 損 審 を及 ぼ した とき は 必要 な費 用 を 甲

が 負 担 す る。

こ こで， 条項 の文 言 で は⑥若 しく は⑦ と書 い て

あ る が
， ⑥ ⑦ 双 方 の こ と も あ る （文一５に よ る）。 す

なわ ち， ⑤ が行わ れ るこ と によ っ て⑥ ⑦ ⑧の い ず

れ か が， ま た は すべ て が行 わ れる こと も あり， す

乙 による 原 囚

事実発見

第１８条第１項

遜知

『ヨによる 原 困

事 実 発
」
毘

べ て が 行 わ れ な い こ と も あ り う る。 図一１ で は こ の

こ と をａ Ｍ ／ｏｒで 示 し た。

こ の ① の 原 困 に な り 得 る こ と に つ い て は， す で

に 峰 件 の変 更等」 のル ー トと して お およ そ を 兇

てき た と ころ であ る が， 現 行公 共約 款亙８条 （条件

変更 等） の 第 １項 で次 の よう に 蕃 かれ て いる。

第１８条 乙 は， 工事 の施 工 に 当た り， 次 の各 号

の… に 該当 す る事 実 を発 見 した と きは， そ の

旨 を直ち に 監 督員 に通 知 し， そ の確 認 を請 求

し な け れ ば な ら な い。

了． 図 面， 仕 様書， 現場 説明 書 及 び現 場説 明

に対する質 問回 答 書が 一 致しないこと（これら

０）優 先順 位 が定 められて いる場 合を除く）。

２． 設 計図 蕃 に誤 諺又 は脱 漏 があ る こと。

３． 設 計 図 書 の 表 示 が 明 確 で な い こ と。

４． 工 事 現 場 の 形 状
，

地 質
，

湧 水 等 の 状 態
，

施工上の制約等設計図書に示さ れた自然的

又は人為的な施工条件と実際の工事現場が

一 致 し な い こ と
。

５． 設計 図 書 で明 示さ れ てい ない 施 工条 件 に

つ いて 予期 す るこ と の でき ない 特別 な 状 態

が 生 じ た こ と。

瑚 場 条 件０）
Ｉ変 化 や 不 一 致（王８条 噸 ４，５ 号）

設 計 図 蕃 内 の 不 一 致 等（同 項 １，２，３ 号）

乙の立会いの上

調査

第１８条 第２項，３項

妄１１１によ る 設 計

図害の変更

必要
設計図欝の

訂正／ 変更

第／８条第４項

岬 は・必 襲 が あ ると認 めるときは， 設 計 図１蓬１芽の 変’災 内 容 を 乙 に

遡 知 し て， 設 計 図 藷 を 変Ｉ艶 す ること が で きる。」

（ 蝋 鵜 輸 １ 鮒 （〕ｎＩｎ舳Ｃｔヨ（〕ｎう

必襲

二１
．
二期

の変更

第２３条

必要

第玉９条

図一１

ａｎｄ／そ〕ｒ

の変更

第２４条

損害

ａｎｄ／モ）ｒ

乙０）ま賀隷芋０）

旺１ヨに よ る 費

月ヨ負推三

第２４条第３項

公共標準約款上の条件変更（１８条）と設計図書変更（１９条）の処理の流れ

６０ 姓 築 コ ス ト研 究 湖７ ＷｌＮ了ＥＲ



ト ・ 設計図書の変更 （１１条）
前記の 「公共契約精義」 による設計変更の事由

に よ る ３ 分 類 の う ち， ア． 発 注 考 の 都 合 に よ る 設

計’変 更 に該 当す る もの で ある。 英米 の文 献 で もこ

の ア
．

イ
．

ウ． の ３ 者 を 挙 げ て い る も の が あ る。

しか し， 約 款上 では設 計 変更 ある い は 設計 図 書の

変更 は 発注 考ま た は設 計 者の 側 の一 方 的な 権利 と

な っ て い る。

現行の公共約款の１９条が 「設計図書の変更」 で

ある が， こ れ は発 注者 側 か らの み設 計 変更 が 出来

る こ と を 示 し て い る。
さ き ほ ど 述 べ た よ う に，

請

負人 側 か らの 指 摘に よっ て 調査 の結 果， 処理 と し

て 設計 変更 に 至る こ とも あ る が， こ れは１８条 「設

計 変更 等」 の 方 に含 ま れて いる。 四会 連 合約 款 も

ほ ぽ同 様 であ る がも っ と簡 単 である。

この王９条 は， 今回 改 正以 前ま で の「工事 の 変更，

中 止」 か ら工 事 の変 更 の部 分 が独 立 した ばか り で

あ るた め か， 次 のよ う にき わ めて 簡単 な 記述 に と

ど ま っ て い る 。

第２３条

第３条

（設計 図 審０）変更）

第ユ９条 Ｅ芦１は， 必要 が ある と 認め ると き は， 設

計 図書 の 変一更内 容を 乙 に通 知 して， 設 計 図審 を

変 更 す る こ と が で き る。
こ の 場 合 に お い て， 甲

は， 必要 が ある と認 め られ る とき は工 期 若 しく

は請 負金 額 を変 更 し， 又 は乙 に損 害 を及 ぼ した

とき は必 要 な費 用 を負 担 しな け れ ばなら な い。

６
．

設計変更による請負代金

などの変更ルール

先 の４ の⑥ 工期 の 変一更， ⑦ 請 負代 金 の変 更，

⑧ 損 害の 負 担， のそ れ ぞ れが 必要 で ある か否 か の

判 断， お よ び， その 増 減金 額や 工 期 を どのよ う な

ルー ル で定 める か， が 非常 に 重 要で ある。 イ ギ リ

ス の ＪＣ Ｔ 約 款 で は Ｖ ａｈｌａｔｉｏｎ ｏｆ Ｖａｒｉａｔｉｏｌ／ｓ と 呼 ば

れて 詳細 な ルー ル が規 定さ れ て いる 一三１本 の公 共

約 款 の場 合，変 更や 負 担の 必 要性につ い て は１８条，

／９条 で 触れ ら れ，変 更 のル ー ルに つ いて は２３条（工

期σ）変 更方 法） と２４条 （請負 代 金０）変更 方 法等）

が 規 定 し て い る。そ の 概 略 フ ロ ー を 図一２に 示 し た。

Ａ 型 は
，

変 更 の 内 容 や 大きさによっ て・多 段 灼 な ル ー ル が ある

埠葦カロ撃緊月書

又は損害

（Ａ型）

３条Ａ型

簿を提出承認
・る 場 合

第２４条第３項

内 訳 欝 記 載 の．雛 価 を 基 礎 とし て 定 める

変
’
更 時 の 価 格（時 価）を 基 礎 とし て 定 める

Ｂ型１内訳審提出のみ）

（Ｂ’型 ： 内 訳 害 提 出 な し）

図一２

！司ヨ乙 協 議 し て 定 める

協議が整わない場合

即 が 定 反），乙 に 遜 知 す る

約 款 上の 請負 代 金額 変 更等 の ルー ル（２３条，２４条，関 連して３条）

（実１劉 こは 第 ３ 条 が Ａ 型 は 稀 で あ る０）で，ほと んど が『ｌ１乙 協 議と なる）

６１



設 誹 変 簗 の 佐 欝 蜜 同 類二１二種 同じ 施 工 条 件 で 大 きな 数 巌 の

諦測懇 勤 場欝 行う 変災がない

王３，５．ヨー ユ３．５、ユ．玉 ｝３．５．／．１ 王３．５．王．ユ

㍗ 業

奨 なる施二１１条 件 大きな 数鐙 の

で 行う 変
’
艶 が あ る

王３．５．王．２ 】３．５．１．２

驚 戦 こ 漱 燃 １

舳 な変更はできる １

＿ ＿■ 以 一

固 類１１二種 で は な い

ユ３．５．ユ．３

公正な躯価と価格

＿ ＿ 土
一

藁隻緊産裟…１嚢蔓の侵肇；霧を奮＊灘

愁中き稼 繊義錯欝

王３
．５．

遂

契約数鍛饗練の
墾欝減螂 液璽

圭３
．
§

．
２

図一３ 設計変更による代金額の適正評価手順

讐∴続

竺幾
＿＿よＪ
契 約 譜 による ディワ ー ク

∴Ｊ
瞬ξ…契糸勺内 誠迂寺さ三芋０）廊至価一と 韻

金 額 を使う 萎

＿＿＿Ｊ 凶

（ＪＣＴ ８０ Ｃ】ａｕｓｅ ／３ Ｖａｒｉ鮒ｉ｛）ｎｓ ａ１／（ｌ Ｐｒｏｖｉｓｉｏｎａ】 Ｓｕ ｍｓ ユ３．５ に よ る）

こ のよ う に単 純 化 して 描く と， 結 局 はほ と ん ど

常 に いわ ゆ る 「甲 乙協１議」 に な るフ ロー だ と いう

こ と が わ か る。 と い う の は
，

第 ３ 条 に お い て
，

Ａ

型 （内訳 書 を提 出 し承 認 を得 る） を選択 して 契約

す る 場合 が 非常 に 少な い と言 わ れて いる か ら であ

る。 「建設 省 直 轄コニ事 実施 約款」 も 「提出」 の みで

あ り，「内 訳書 及 び工 程表 は， 甲 及 び乙 を拘 東す る

も の で はな い」 と あり， 公共 約 款の Ｂ型 の い ず れ

か （提 出 す る
，

提 出 し な い） に 相 当 す る。 住 宅 ・

都市整備公団の 「工事請負契約書」 もＢ型に相当

す る も の で あ る。

第 ３条 を Ａ型 で契 約 して い る 場合 につ い て は，

条 件 によ る かな りこ ま か い分 岐 があ り， こ の部 分

はイ ギリス のＪＣＴ式 の 契約 数量 書 付 きバ ー ジョ ン

の 変 更ル ー ルに 類似 した とこ ろ があ る。 しか しな

が ら， わ が 国の 建築 の 場 合に はＡ 型 が少 な いの で

実 際上 どれ だけ 意味 が ある かわ から ない。

契 約と して はＢ型 で あっ て も， 実 際 には 協議 の

べ 一ス と してＡ 型 に近 い 処理 をす る こと が あり，

そ のた め に 内訳 害単 価 の照 合 が 行わ れる こ とも あ

る よう だ。 た だ， そ の 場合 で も受 注 者の で はなく

発 注者 側 の 内訳 書 がべ 一ス に なる よう であ る。 こ

れは， わ が 国 ではＡ 型 （提 出 かつ 承 認） で ある か

Ｂ 型 （提 出の み） である か に かか わ ら ず， 受 注 者

が 提出 した 内 訳書 は契約 当 事者 を 拘束 す るも の で

は な い
，

つ ま り 契 約 書 の 一 部 で は な い
，

と い う こ

と か ら 来 て い る の で あ ろ う。

Ｉ一７． 変 更処 理の実 態につ いて

設計 変 更処 理 の実 態 に関 し てわ ずか の 聞き 取 り

調 査 を行っ た が， 興 味深 か った こ とと して次 のよ

う な こ と が あ っ た
。

（至） 条件変更等 （！８条） に該当する設計図害の訂

．正や 変 更は 非常 に 多い が， そ の 処理 に 契約 約款

の条 項 な どをほ と ん ど意 識 して いな いこ と が多

い
。

（２） 乙 か ら変 更 を申 請す る 場合 も 少な く ない。 こ

れが 代 金の 変更 と どの よう に 結 びつ く か， とく

に増 額 に結 び 付く か どう か は， 理由 の 説得 性 に

よ る と こ ろ が 大 き い。

（３） 先 に 見た よう に 第１８条 第王 項の１－３号 に は，

１． 図面， 仕様 書， 現 場 説明 書及 び 現場 説明 に

対す る 質間 回答 書 が一 致 しな い こと （これ らの

５２ 姓 築 コ ス ト 研 究 １９９フＷｌＮｌＩεＲ



優 先順 位 が定 め ら れて いる 場 合 を除く），２． 設

計 図書 に 誤謬 又 は脱 漏 があ る こと。 ３． 設 計図

書 の表 示 が明 確 でな い こと，が挙 げら れて い る。

し か し，
実 際 に は，

こ れ ら に 該 当 す る 場 合 の ほ

と ん どは 総 合図 や施 工 図の 作成 打 ち 合わ せ， 作

成， 承 認 の 過程 で吸 収 さ れ， 設計 図 書の 訂 正や

変 更 にも いた ら ない 場 合 が多 い。

（４） こ れら 各 号に 該当 して金 額 の 変更 を申 請 する

場 合 もあ る が， 理 由は 設計 図 書 に起 因す る 形と

して 書 けな いの が 実情 で ある よう だ。

（５） 軽 微な 変 更 と．正 式の 設 計変 更 の２ つ， ま た は

３ つく らい に 処理手 続 き が使 い 分 けら れて いる

こ と が多 い。 軽 微 な変 更 で は， 現場 協 議簿， 打

ち 合 せ簿 な どによ って 処 理さ れ てい く。
’契約 に かか わる 正 式の 設 計変 更 と して 処理 す る

場合 は， 「設 計 変更 書」，「設 計変 更 図」，「変更 数量

害」， 「変 更予 定 価格 内訳 書」 な どが 作成さ れ， 発

注者の予定価格内訳書の単価に落札率 （当初請負

金額／当初予定価格金額） などが使わ れる場合が

あ る。 関 連す る 諸経 費 の扱 い にも ふ れて ある （文

一１０ ～ 工３）。

嬢設大臣官房官庁営繕部監修 「建築工事施工監

理 指 針」 （上） ／ 章 ： 一 般 共 通 事 項
，

１
．
２
．
４ 調 整

業 務 （平 成 ５年 版） に お いて 主な 調 整業 務 が５ 種

挙 げら れて いる が， そ のう ち の① 疑 義 に対 する 協

議， ②現 場 の納 ま り等 の 関係 によ る 協議， に 対す

る 処 理方 法 と して，単 なる 思 い違 い 等 は別 と して，

処 理 方 法 に は 次 の ２ つ が あ る， と 書 い て あ る。

１設計変更Ｔ１練 幾：：㍍エニ

内容 を 通知 して お き、 後 に

まと め て契 約 変更 する 場 合

２ 設計 変 更に 至 らな い 事項

イギリスのＪＯＴ約款の
８

． 設計変更条項

英 国のＪＣＴ約 款 は金 額変 更 に関 運す る 条項 が 非

常 に多 い。 そ のた め に 過度 に 複雑 に なっ てい る と

も い わ れ る。 そ し て， こ う し た 変 更 ル ー ル の き め

こ ま かい 整備 が， か え って 設 計変 更 の頻 度 を大き

く す る と い う 指 摘 も あ る （文一２）。

ＪＣＴ８０約 款は， そ の 第ユ３条 が設 計 変更 と 暫定 金

額 に関 す る 条 項 で あ り， 非 常 に 詳 細 な 変 更 処 理

ル ー ル が 書 か れ て い る。
そ の 概 要 を 表 に 示 し た

。

と く に，
Ｃｌａｕｓｅ 王３－５ の Ｖａｌｕａｔ１ｏｎ Ｒしｌｌｅｓ （ 金 額 変

更 算 定 の ル ー ル） は 数 量 書 付 き （ｗｉｔｈ Ｑｕａｎｔｉｔｉｅｓ）

の 場 合， 図一３に 示 す よ う に 多 段 階 的 に な っ て い る。

す な わ ち，

計測 でき る 仕事 （工種， 作業） につ い ては

① 減額変更には原契約内訳審の単価や金額を

使 う。

② 同 類 工種 で， か つ， 同 類 条件 の増 額 変更 も

同 じ。

③ 同 類 工種 で， か つ， 異 な る条 件 ある い は数

簸の 大 き な変 更 があ ると き は， 原 内訳 書の ④

単価 や 金 額を 基礎 と し， か つ， 条 件変 更や 数

鐘Ｉ変 更 に 対 す る 考 慮 分 を 加 算 す る。

⑤ 同種 の 工種 がな い とき は， 公 正 な単 価 と価

格 （ｆａｉｒ ｒａｔｅｓ ａｌ，ｄ ｐｒｉｃｅｓ） に よ っ て 定 め る。

⑥ 追加， 減， 代替 の い ずれ で もな い場 合 は，

公 正 な 評 価 （ｆａｉｒｖａｌｕａｔｉｏｎ） に よ っ て 定 め る。

⑦ 計測 で き ない 仕 事の 追加， 減， 代替 の 場合

は
，

デ イ ワ ー ク （常 庸 作 業） に よ る。

ＪＣＴに は 多種 類 の約 款類 が あ り， 最も 伝 統的 な

ＪＣＴ８０にも 数１疑書 付き， 数量 書 な し， 概 略 数量 書

付き の ３種 が， 地 方自 治 体用 と 民間二１．１事 用 にそ れ

ぞ れあ る。 上 記の よう に 内訳 蕃 の単 価 をべ 一ス に
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する の は， もち ろ ん 内訳 書 （値 入 れ した 数量 書，

Ｉ）ｒｉｃｅｄ Ｂｉ１ｌｏｆＱｕａ撮ｔｉｔｉｅｓ） が 契 約 書 の 一 部 に な る

方式 の場 合 で ある。 わ が国 の参 考 とす る には，「数

巌書 や 内訳 書 があ る が責 任数 巌 でな く， 契 約 内訳

欝 でもな い 場合」 の 処理 ルー ル を知 りた い と ころ

で あ る が
，

そ う し た も の は な い よ う で あ る。

「数量 書 無 し契約」 の場 合 は， こ のフ ロ ーの 単

価 が あ らわ れる ルー ル 部 分は 適用 さ れな い と解、説

書 に 説明 さ れて いる。また，「概 略 数最 書 付き 契約」

の 場 合は， 契約 がラ ンプサ ム で なく単 価 契 約０）性

質 と なる の で， 数量 の 増減 は 変更 処 理に 該当 しな

い （約 款 の 略称 と して は， 概 算数 量害 付 き 方式 を

ラ ン プサ ムの 一種 と 呼 ん でいる 文 献も あ る）。しか

し， 仕 事 の種 類 が変 った り， 大 幅 な数 量 増減 が あ

る 部 分 で は
， ．。

止１記 フ ロ ー の 該 当 す る ル ー ル が 適 用

さ れ る。

前掲のルールのなかで 胴 類工種」 としたのは

原 文 で ｗｏｒｋ （）ｆ ｓ１ｎ州 ａｒ ｃｈａｒａｃｔｅｒ で あ り，
「 同 類

条 件 」 は ｓｉｍｉｌａｒ ｃｏ１汕 ｔｉｏｎ で あ る が
，

こ の

「Ｓｉｍｉｌａｒ」 の意 味 を め ぐっ て 対 立す る 解釈 が ある

よ う で あ る。 す な わ ち， ｓｉｍｉ玉ａｒは「ｉｄｅｎｔｉｃａｌ」 （同

一一一０）） と 解 す る べ き だ と す る 文 献 も あ る。 し か し
，

「そう い う 説明 が ある が， そ れ は誤 り だ」 とす る

説 も あ る。 こ う し た ｓｉｍｉ１ａｒ ｃｈａｒａｃｔｅｒ や ｓｉｍｉｌａｒ

ｃｏ１／ｄｉｔｉｏｎの 判 定 が ル ー ル 適 用 上
．
重 要 で あ る が， そ

の 定 義 は 見 当 た ら な い。

⑤ の な か の 「公 正 な 単 価 と 価 格 （ｆａ１ｒ ｍｔｅｓａｌ／ｄ

ｐｒｉｃｅｓ） に よ っ て 定 め る」 や ⑥ の 「公 正 な 評 価 （ｆａｌｒ

Ｖａ王ｕａｔｉＯ１軽） に よ っ て 定 め る」 の 基 礎 は は っ き り し

な い。 あ る い は
，

わ が 国 で の 甲 乙 協 議 の よ う な こ

と と関 係 があ るか も し れな い。

こ う し た ｓｉｍｉｌａｒ ｃｈａｒａｃｔｅｒ や ｓｉｍｉｌａｒ ｃｏｎｄｉｔ｛ｏｎ

そ し て ｆａｉｒ ｒａｔｅｓ ｍ ｄ ｐｒｉｃｅｓ やｆａｉｒ ｖａ１ｕａｔ｛ｏｎ は，

ＪＣＴ以 外の 政 府工 事約 款 や 土木 系約 款 にも ほ ぽ共

通 し て み え る 文 言 で あ る
。

し か し
，

こ れ ら の 文 言

だ けで は具 体 的な 処理 方 法 はわ から な い。

６４ 姓 築 コ ス ト 研 究 湖フＷｌＮγＥ賞

そこ に は どん な慣 行 が存 在 する の か， 権威 あ る

単 価情 報 ソー ス によ る のか， それ は どん な性 質 の

単 価情 報 を どう いう 方 法で 収集 した も の か， な ど

が 知 り た い と こ ろ で あ る。

また， 設計 変 更に 伴う 金 額や 工期 の 変 更見 積 り

に おい て， ＱＳ（専門 積算 土） が重 要な 役割 を 持つ

こ と が 考 え ら れ る
。

実 際
，

こ の王３条 ５ と い う サ ブ

クロ ー ズ はＱＳの領 域 だ とす る解 説 が見 ら れる。そ

うす る と，で はＱＳは 何に も と づいて 公 正な 見 積り

を 行 う の か
，

と い う
。
点 が 知 り た い こ と に な っ て く

る
。

ト まとめ
（１） 設計 変 更は 少 なく と も次 のよ う な，点で 内訳 書

単 価と 関わ り を持 つ。

① 設計変更に伴う代金変更の有力な基礎にな

り 得 る
。

② 発 注者， 受注 者 どち らの 内 訳害 の単 価 を 使

う か 。

③ 共 通仮 設 費， 現場 経 費， 一 般管 理 費な どの

間 接 費を どう 扱う か。 こ れが 単価 の性 質 に影

響 す る。

（２） 発 注者 の 都合 によ る 明示 的 な 設計 変更 が 発注

者 側 の当 然 の権 利 と して 合意さ れる・形に なっ て

い る（現 行公 共標 準 約款 で は１９条）。 これ は， 出

来 上 がる 建 築物 が発 注 考や 社会 に とっ て 価値 あ

る も のと なる た めに 当 然の こと である か も しれ

な い。 た だ し， こ れ に よ っ て 生 じ る 請 負 代 金 変

更， 工 期 変更， 損 害 負 担を いか に 公正 適 切に 処

理．するかのルール が有 効に存在 する必要 がある。

（３） こ れと は別 に， 設 計図 書 の不 備や 設 計 図書 と

現場 条 件の 食 い違 い によ って 発 生す る 設計 変 更

が あり（１８条）， 設 計 考と 施工 考 の設 計 作業 担．当

領域 の 実質 的 な変 動 と関 連 してく る。

（４） 設 計 を 未 確 定 に して お く 暫 定 金 額 （英 国 の



Ｐｒｏｖｉｓｉｏｎａ１ Ｓしｌｍ） の よ う な 部 分 の 明 示 的 な

ル ール が ない。 今後 ル ール 化 を検 討す べ き であ

ろ う 。

（５） 設計 変 更に 対 応す る金 額 変更， 工期 変 更， 損

害 の負 担 等 は， 発注 者リ ス ク にも 受 注者 リス ク

に もな り 得る。 受注 考リ ス ク にな る 可能 性 が大

き い１持は 単価 の 性質 に も影 響 してく る。 変更 に

対 応 で き る 予 備 費 （ＣＯｎｔｉｌユｇｅｎＣｙ） が 設 定 さ れ て

い ない 状 況 では，そ の可 能 性 が］層 大 きく なる。

（６） 設計 変一更や 設 計未 確定 の 間題 は，元一下 取引 価

格 やそ の 単価 情 報と も 深い か かわ り をも って い

る。 下 請 の変 更 処理 も 重要 な 研究 課題 である。

（７） 設計 変 更対 応 ルー ル が不 透 明な ま ま では， 透

明 な積 算 やコ ス ト管 理 は でき ない と もい える。

言 い換 え れ ば， 設計 変一更へ の 対応 ル ール を透 明

な も の に し て い く こ と は
，

建 築 の コ ス ト 管 理 全

体 を透 明 な もの， ま た は対 等 なも の に して いく

突 破１コ に も な る の で は な い か。

（８） しか し，ル ー ル万 能主 義 に は限 界 があ る。ルー

ルが整 備 さ れて いる か に見 え る海 外 の契 約約 款

の 変 更’評価 ルー ル も約 款の 文 言 だけ で は充分 納

得でき る も の では ない。 複 雑 なル ー ル はク レー

ム と 紛 争の 源泉 に もな り得 る。 そ れ は， 最 近の

英 米 にお け るパ ー トナ ーリ ング指 向 にも 現 れて

い る 。

（９） しか し， わ が国 の現 段 階 は， もっ と ルー ルを

明示 的 にす る べき 段 階に ある。 実際 に はき わめ

て少 な い３ 条一２４条 が （Ａ） 型 に該 当 する ケー

ス 以 外 は， 全て が 「甲と 乙の 協 議に よっ て 定め

る」 に 帰着 する一形 は大 き な 問題 であ る。 少 なく

とも 甲 乙協 議 のル ー ルを， 標 準 的な 積 算基 準な

どを通 して 分 りや すく す る べき であ ろう。 こう

した ル ー ル設 定の 議 論 を通 じて， 内 訳 書や 単価

の性 質 自 体が 議論 さ れる こ とに なる だ ろう。 そ

こ に 期 待 しプご い
。
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